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大
学
生
の
就
職
活
動
の
実
態
と
支
援

　
　
～
進
路
未
定
者
に
着
目
し
て
～

　
　
　
　
　
堀
有
喜
衣

（
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
）

は
じ
め
に

　
　
本
稿
の
目
的
は
、
大
学
生
の
就
職
活
動
の
実
態
と
支
援
に
つ
い
て
、

　
学
生
に
対
す
る
調
査
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
進
路
未

　
定
者
に
着
目
し
て
分
析
す
る
。

択選
　
　
来
年
度
卒
業
予
定
の
大
学
四
年
生
に
対
す
る
求
人
は
バ
ブ
ル
期
な

路
み
の
水
準
に
達
し
、
・
活
発
な
採
用
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
第
一

進の
志
望
の
企
業
に
内
定
す
る
学
生
に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
た
っ
て
い
る
が
、

生学
こ
う
し
た
景
気
回
復
は
す
べ
て
の
学
生
に
及
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。

．
　
は
じ
め
に
、
昨
年
度
ま
で
の
大
卒
求
人
倍
率
と
、
大
卒
無
業
率
と

集特
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
（
図
1
）
。
求
人
倍
率
が
高
い
と
大
卒
無
業

率
も
低
い
と
い
う
関
係
で
は
あ
る
の
だ
が
、
九
六
～
九
八
年
に
求
人

倍
率
が
あ
が
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
大
卒
無
業
率
が
下
が
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
二
〇
〇
二
年
に
求
人
倍
率
が
回
復
し
て
も
、

大
卒
無
業
率
が
回
復
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
卒
無
業
率
は
、

大
卒
者
に
対
す
る
需
要
に
規
定
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
も
の
の
、
新

卒
に
対
す
る
求
人
だ
け
で
決
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　
ど
ん
な
学
生
が
ど
の
よ
う
に
就
職
活
動
を
し
て
卒
業
後
の
進
路
を

決
定
し
て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
未
定
の
ま
ま
卒
業
す
る
の
か
。
こ

う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
学
生
個
人
に
対
す
る
調
査
か
ら
検
討
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
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が
二
〇
〇
五
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
実
施
し
た
「
大
学
生
の
キ
ャ
リ

ア
展
望
と
就
職
活
動
に
関
す
る
実
態
調
査
」
を
用
い
て
、
大
学
生
の

就
職
活
動
の
実
態
に
迫
っ
て
い
く
。
調
査
対
象
の
抽
出
と
調
査
方
法

は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

調
査
対
象
”
全
国
の
四
年
制
大
学
（
医
学
・
看
護
学
・
宗
教
学
の
単

科
大
学
を
除
く
）
の
う
ち
、
協
力
を
得
ら
れ
た
二
七
六
校
の
四
年

　
生
（
医
学
部
、
歯
学
部
、
看
護
学
部
の
学
生
を
除
く
）
。
調
査
票

配
布
数
は
、
約
四
万
九
〇
〇
〇
票
（
W
e
b
調
査
分
を
除
く
）
。

大卒求人倍率と大卒無業率
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資料出所：リクルートワーク研究所（各年）「大卒求人

　倍率調査」、文部科学省（各隼）「学校基本調査」

注：2000年以降は、「学校基本調査」では「無業」でな

　く、大学院等への進学や就職、一時的な仕事を除く、

　「左記以外のもの」と表現されている。また、2004

　年からは「専修学校・外国の学校等入学者」を別掲

　しているが、ここでは連続性を確保するため無業に

　含めている。

各
大
学
に
お
け
る
学
生
の
抽
出
は
、
で
き
る
限
り
該
当
大
学
の
学

生
全
体
を
代
表
す
る
構
成
に
な
る
よ
う
に
依
頼
し
た
が
、
学
事
日

　
程
等
の
都
合
で
、
内
定
者
の
み
に
配
布
し
た
場
合
や
一
部
の
学
部

　
の
み
に
配
布
し
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
配
布
数
も
、
大
学
の
状

　
況
に
よ
っ
て
異
な
り
一
律
で
は
な
い
。

調
査
方
法
”
各
大
学
の
就
職
部
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
学

生
に
配
布
し
た
。
具
体
的
に
は
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
や
ゼ
ミ
等

　
の
機
会
に
直
接
配
布
す
る
、
大
学
か
ら
学
生
宅
に
郵
送
す
る
、
大

　
学
か
ら
W
e
b
調
査
の
ア
ド
レ
ス
を
配
信
・
掲
示
す
る
、
の
い
ず

　
れ
か
の
方
法
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
W
e
b
調
査
分
以
外
の
回
収
は
、

回
答
者
が
各
自
封
入
後
、
大
学
で
回
収
し
て
か
ら
の
返
送
と
本
人

　
か
ら
の
直
接
の
郵
送
の
二
通
り
に
よ
っ
た
。

実
施
時
期
”
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
～
一
一
月

有
効
回
収
票
数
”
一
万
八
五
〇
九
票

二
　
予
定
す
る
進
路

　
対
象
者
は
卒
業
後
、
ど
の
よ
う
な
進
路
を
予
定
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
四
年
生
秋
の
時
点
で
内
定
を
得
て
就
職
活
動
を
終
え
て
い
る

者
が
五
八
・
八
％
、
内
定
は
も
ら
っ
た
が
就
職
活
動
を
継
続
中
の
者
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が
四
・
八
％
、
ま
だ
内
定
を
も
ら
っ
て
お
ら
ず
就
職
活
動
を
継
続
中

の
者
が
一
四
・
五
％
い
た
（
図
2
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
内
定
企
業
が

な
く
、
か
つ
現
時
点
で
就
職
活
動
を
し
て
い
な
い
と
い
う
者
も
一

九
・
九
％
い
た
。
な
お
『
学
校
基
本
調
査
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、

本
調
査
は
や
や
就
職
者
の
割
合
が
高
い
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

内定有・

就活終了
58．8％

特集・学生の進路選択

　　　　　　　　　図2　予定進路

　　　　　　　　　不明20％『

毒鰍・毒錘

未内定・就活中
14．5％

内定有・就活中
4。8％

図3　上の円グラフのうち「未内定・就活停止／なし」の

　予定進路内訳
　　　　　資格試験準備2．2％＿　結婚・芸術活動0．8％

　
内
定
企
業
が
な
く
就
職
活
動
を
し
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
、
図
3

を
見
る
と
、
約
半
数
が
、
大
学
院
・
編
入
や
留
学
、
専
門
学
校
な
ど
、

卒
業
後
に
何
ら
か
の
就
学
を
目
指
し
て
い
る
。
就
学
を
目
指
す
以
外

の
予
定
進
路
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
卒
業
後
に
つ
い
て
「
未
定
・

迷
っ
て
い
る
」
と
い
う
者
が
二
・
七
％
、
就
業
希
望
が
あ
り
な
が

ら
就
職
活
動
を
し
て
い
な
い
者
が
二
二
・
一
％
い
る
。
こ
の
他
、
公

公務 就職 未定
猟

大学院・編入希望 教員 ’希望 迷って 織
44．3％ 希望 14．3％ いる

14．3％ 11．7％

繋
騰

留学・専門学校希望72％ 留年3．3％

白営家業1～％ その楠1自営家業1．5％／その他1．5％

務
員
や
教
員
を
希
望
し
て
い
る
者
（
未
内
定
）
が
一

四
・
三
％
い
る
。

　
以
下
で
は
、
「
正
社
員
内
定
（
内
定
有
・
就
活
終

了
）
」
、
「
内
定
な
し
・
就
職
活
動
中
（
未
内
定
・
就

活
中
）
」
、
「
無
活
動
・
就
職
希
望
」
、
「
無
活
動
・
未

定
・
迷
っ
て
い
る
」
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就

職
活
動
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

三
　
就
職
活
動
に
お
け
る
差
異

　
そ
れ
で
は
、
正
社
員
内
定
者
と
、
「
内
定
な
し
・

就
職
活
動
中
」
「
無
活
動
・
就
職
希
望
」
「
無
活

動
・
未
定
・
迷
っ
て
い
る
」
の
者
の
就
職
活
動
に

は
差
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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択
　
　
表
1
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
情
報
収
集
を
し
て
い
る
の
か
を
予
定

選各
進
路
別
に
検
討
し
た
。

セ進
　
　
正
社
員
内
定
者
と
内
定
が
な
い
者
に
お
い
て
差
が
見
ら
れ
る
項
目

の生
は
、
「
会
社
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
」
で
あ
る
。
情
報
誌
や
ウ
ェ

学
●
ブ
サ
イ
ト
の
情
報
は
い
わ
ば
誰
に
で
も
手
に
入
る
情
報
で
あ
る
が
、

集
実
際
に
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
な
け
れ
ば
、
企
業
の
雰
囲
気

特　
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
が
選
考

　
を
兼
ね
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
O
B
・
O
G
訪
問
と
同
様
に
、
実
際

　
に
足
で
稼
ぐ
情
報
収
集
の
努
力
は
重
要
で
あ
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
前

　
で
就
職
活
動
を
し
て
い
る
気
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
学
生
は
少

　
な
く
な
い
。

　
　
ま
た
、
大
学
就
職
部
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
も
差
が
見

　
ら
れ
る
。
「
正
社
員
内
定
」
や
、
「
内
定
な
し
・
就
活
中
」
は
、
大
学

　
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
。
「
内
定
な
し
・
就
活
中
」
は
、
大
学
を

　
活
用
し
た
た
め
に
内
定
を
得
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
大
学
の
支
援

　
が
役
立
っ
て
い
る
た
め
に
就
職
活
動
を
継
続
し
て
い
る
と
推
測
で
き

　
る
。
「
無
活
動
・
就
職
希
望
」
「
無
活
動
・
未
定
・
迷
っ
て
い
る
」
で

　
は
、
内
定
者
や
活
動
継
続
中
の
者
に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
お
り
、
大

　
学
を
十
分
に
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　
次
に
、
企
業
と
の
接
触
に
つ
い
て
平
均
を
み
た
の
が
表
2
で
あ
る
。

就職のために役立った情報源（第璽位）と予定進路表1

正社員内定
内定なし・

就活中

無活動・就

職希望

無活動・未定・

迷っている

就職情報誌 2．4 ヰ4 7．1 7．0

就職支援ウェブサイト
　　　、甜彷鞭勲‘勲環

465 34．6 462 432

f　r1 一盛識・ゴ1瓦1、陰　1　　－1一聾踊一ド』，ド　隔　ド
微、，欝灘講悪鵬、滋

大学の就職関連行事・事業 3．4 5．2 3．1 4．3

謬縣夷照轟．・耀

懸錘駿鍵灘． 講騒灘
N隙號畷・・丹』醒鵬

．灘灘
大学の先生 3！7 4．6 22 1．6

インターンシップ 1ρ 0．7 λ2 05

OB・OG訪問 2．4 13 2！7 2．2

公的な就職支援機関 1．1 41 2．2 1．6

家族・親族・保護者 2．4 2．3 3．1 4．3

友人 30 3フ 3．6 76

その他 0．0 0．0 0．0 0．0

無回答 0．7 42 7石 10．8

合計 100ρ 100．0 100n 100．0
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　　　　　　　　　　　表2　予定進路と企業との接触

説明会参加企業数 面接を受けた企業数

全体平均 11．7 5フ

正社員内定

内定なし・就職活動中

無活動・就職希望

無活動・未定・迷っている

14．7

65

5．4

3．5

7．2

2．9

1．7

1．1

正
社
員
内
定
者
に
比
べ
る
と
、
「
内

定
な
し
・
就
職
活
動
中
」
「
無
活

動
・
就
職
希
望
」
「
無
活
動
・
未

定
・
迷
っ
て
い
る
」
い
ず
れ
も
企
業
・

と
の
接
触
が
少
な
い
た
め
、
相
対
的

に
チ
ャ
ン
ス
は
小
さ
い
と
推
測
で
き

る
。
内
定
な
し
・
就
職
活
動
中
に
つ

い
て
は
、
活
動
が
始
ま
っ
て
問
も
な

い
業
種
・
職
種
も
あ
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
接
触
企
業
が
増
え
、
内
定
に
つ

な
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
学
生

も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
企
業
に
接
触
し
な
け
れ
ば
、
内

定
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
す
で
に
活
動

を
停
止
し
て
し
ま
っ
て
い
る
学
生
に

は
問
題
が
大
き
い
。

　
続
い
て
、
就
職
活
動
中
の
相
談
相

手
に
着
目
し
て
さ
ら
に
検
討
を
加
え

た
（
図
4
）
。
ま
ず
「
正
社
員
内
定
」

者
に
比
べ
る
と
、
未
定
者
の
相
談
は

不
活
発
で
あ
り
、
特
に
先
輩
や
大
学
の
先
生
・
職
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
相
談
す
る
割
合
が
低
い
。
内
定
は
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
就
職

活
動
を
続
け
て
い
る
学
生
は
、
大
学
の
先
生
・
職
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
相
談
す
る
割
合
は
正
社
員
内
定
者
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い

が
、
現
在
就
職
活
動
を
続
け
て
い
な
い
学
生
や
迷
っ
て
い
る
学
生
は

低
く
な
っ
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
迷
っ
て
い
る
学
生
に
お
い
て
は
、
誰
に
も
相
談
し
な
か

っ
た
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
迷
っ
て
い
る
学
生
が
孤
立
す
る
状

況
を
う
か
が
わ
せ
る
。

四
　
未
定
者
の
卒
業
後
の
予
定

　
活
動
を
や
め
て
し
ま
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
し
て
い
な
い
未
定
者
は
、

卒
業
後
ど
う
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
調
査
で
は
、

卒
業
後
の
予
定
や
今
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
由
に
記
述
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
よ
う
。

〈
無
活
動
・
未
定
・
迷
っ
て
い
る
〉

・
「
何
社
か
受
け
た
が
い
ず
れ
も
内
定
を
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
自
己
分
析
を
繰
り
返
し
、
自
分
の
や
り
た
い
事
、
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特集・学生の進路選択

し
た
い
事
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
」
　
　
（
法
、
二
一
歳
、
男
性
）

・
「
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
な
い
か
ら
こ
ん
な
時
期
だ
が

う
ご
廿
な
い
。
…
…
ど
う
す
れ
ば
就
活
に
ふ
み
だ
せ
る
か
を
知
り

た
い
。
今
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
」
　
（
商
・
経
、
二
二
歳
、
男
性
）

・
「
就
職
活
動
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
こ
と
が
（
何
を
す
れ
ば
良
い

の
か
）
全
く
わ
か
ら
な
い
。
学
校
も
「
早
く
し
ろ
」
と
は
言
う
が
、

そ
れ
だ
け
で
あ
る
」
　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
、
二
二
歳
、
女
性
）

・
「
と
く
に
、
何
も
考
え
て
い
な
い
。
ま
だ
自
分
が
し
た
い
事
が
わ

か
ら
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
本
や
、
い
ろ
ん
な
人
と
話
を
し
て
、

自
分
を
見
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
（
人
文
、
二
一
歳
、
女
性
）

・
「
院
に
い
き
た
い
け
れ
ど
、
経
済
的
な
問
題
で
（
就
職
活
動
を
）

や
り
ま
す
。
…
…
ま
た
、
迷
っ
て
い
る
。
相
談
で
き
る
人
が
い
な

い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
学
、
二
三
歳
、
女
性
）

〈
無
活
動
・
就
職
希
望
〉

・
「
福
祉
資
格
の
国
家
試
験
が
来
年
一
月
に
あ
る
の
で
、
就
活
は
し

　
て
お
ら
ず
、
勉
強
中
。
終
わ
り
次
第
、
就
活
を
始
め
る
予
定
（
福

祉
関
係
、
医
療
関
係
で
）
」
　
　
　
（
社
会
福
祉
、
一
二
歳
、
女
性
）

・
「
内
定
待
ち
、
落
ち
た
ら
ま
た
来
年
受
け
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芸
術
、
二
四
歳
、
男
性
）

・
「
内
定
を
頂
い
た
の
で
す
が
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し

た
い
と
思
い
、
や
め
ま
し
た
。
保
育
資
格
を
取
得
し
て
養
護
（
児

童
）
施
設
に
つ
き
た
い
で
す
」
　
　
　
（
家
政
、
二
二
歳
、
女
性
）

・
「
地
元
に
帰
り
た
い
の
で
、
近
々
地
元
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
」
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
、
二
一
歳
、
女
性
）

．
「
自
分
が
希
望
す
る
施
設
（
仕
事
内
容
、
必
要
な
資
格
な
ど
）
が

な
か
な
か
な
い
」
　
　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
、
二
二
歳
、
女
性
）

ら
企
業
で
、
人
事
面
接
を
受
け
、
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
働
く
こ
と
に

決
ま
っ
た
。
特
に
そ
の
企
業
で
働
き
た
か
っ
た
の
で
ア
ル
バ
イ
ト

か
ら
で
も
働
こ
う
と
思
っ
た
」
　
　
　
（
工
学
、
二
二
歳
、
女
性
）

・
「
今
し
て
い
る
ア
ル
バ
イ
ト
で
社
員
の
人
に
キ
ャ
リ
ア
社
員
の
試

験
を
受
け
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
受
け
る
つ
も
り
。
今
も

リ
ー
ダ
ー
手
当
を
も
ら
っ
て
い
て
や
り
が
い
が
あ
る
た
め
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
商
・
経
、
二
二
歳
、
男
性
）

・
「
就
職
活
動
に
踏
み
き
れ
ず
に
い
る
。
フ
リ
ー
タ
ー
で
も
い
い
の

で
は
？
　
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
し
、
海
外
留
学
を
し
て

専
門
性
を
深
め
る
勉
強
も
し
た
い
と
思
う
。
方
向
性
が
見
え
な
く

て
、
困
っ
て
い
る
」
　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
、
二
一
歳
、
女
性
）

・
「
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
資
金
を
た
め
て
、
留
学
す
る
こ
と
を
希
望

し
ま
す
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
商
・
経
、
二
二
歳
、
男
性
）
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択
　
　
多
様
な
自
由
記
述
か
ら
、
社
会
に
出
る
こ
と
に
悩
む
若
者
像
が
う

選路
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

進
　
「
未
内
定
・
迷
っ
て
い
る
」
場
合
は
、
①
就
職
活
動
中
に
つ
ま
ず
き
、

の生
方
向
修
正
に
悩
ん
で
い
る
、
②
や
り
た
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
、
③

孝
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
④
ゆ
っ
く
り
考
え
た
い
、
⑤

集
進
学
と
の
問
で
悩
む
、
な
ど
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

特　
　
「
無
活
動
・
就
職
希
望
」
は
、
①
今
は
資
格
試
験
に
集
中
す
る
、
内

　
定
ま
ち
、
方
向
転
換
、
②
地
元
に
帰
り
た
い
、
③
就
き
た
い
仕
事
の

　
求
人
が
な
い
、
④
就
き
た
い
仕
事
の
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
入
職
、

　
⑤
様
々
な
進
路
で
悩
む
、
⑥
や
り
た
い
こ
と
の
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト

　
　
で
資
金
稼
ぎ
、
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
以
上
の
よ
う
に
、
進
路
未
定
の
学
生
の
つ
ま
ず
き
や
悩
み
は
、
大

　
学
で
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
問
題
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
問

　
題
に
大
学
が
直
接
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
大
学
が
支
援
で
き

　
　
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
彼
ら
は
集
団
的
支
援
に
馴
染
ま
な
か
っ

　
た
層
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
側
か
ら
学
生
に
、
個
別
の
支
援
を
働

　
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

　
学
生
に
対
す
る
調
査
に
基
づ
き
、
就
職
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
未

内
定
者
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
が
、
本
稿
で
う
か
び
あ
が
っ
た
未

内
定
者
像
は
、
大
学
を
十
分
に
活
用
せ
ず
、
企
業
に
も
接
触
せ
ず
、

相
談
す
る
相
手
に
も
恵
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼

ら
は
大
学
入
学
時
か
ら
、
大
学
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
低
か
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
現
在
、
就
職
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
、
学
生
を
い
か
に
大
学
に
定

着
さ
せ
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
学
生
が
「
大
学
生
ら
し
い
」

学
生
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
学
生
の
進
路
選
択
に
お
い
て
も
ひ
と
つ

の
決
め
手
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
が
す
べ
て
の
学
生
を
い
か
に
早
く

か
ら
取
り
込
ん
で
い
け
る
か
と
い
う
課
題
は
、
大
学
生
活
の
充
実
と

い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
進
路
選
択
と
い
う
場
面
に
お
い
て
も
、

重
要
さ
を
増
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
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